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１．2019 年 6 月 26 日水曜 10 時半頃、ローマ郊外のリド・チェ
ントロ駅に空港からのバスで到着した。翌 27 日から 29 日までイ
タリアの小都市スペッロ〔古名：ヒスペッルム〕で開催されるコン










の際は、O 君の欧州考古学者協会（EAA）第 24 回年次大会での発
表を見届けるため、バルセロナまで足を延ばした。しかし今回は、
別の院生 Y 君と当方の３名で１室、隣のベッドルームは隊長の H
教授専用。26 日水曜と 29 日土曜の二晩だけご一緒し、27 日 28 日
は ARC 開催地スペッロのホテルに連泊する。大きなスーツケース
はオスティアのアパートに残し、身軽で動くつもりである。 
















テルミニ駅発 12 時過ぎの列車に乗るため、10 時半には移動を開


















27 日午後からの第 24 回国際大会は、今回もイタリア共和国大統






2011 年の第 20 回大会「古代末期のローマと蛮族」以降、2013 年
第 21 回大会では「古代末の世界におけるローマの境界〔フロンテ
ィア〕」、2015 年第 22 回大会ではその第二弾として「国土 terra の










事前の予告では、27 日午後に 4 本、28 日に 20 本、29 日午前に
6 本の報告が予定されていたが、時間の都合で見送ると運営側で決

















27 日午後は司会者 1 名であったが、28 日午前午後とも、休憩を挟
んで司会者が交代し、計 4 名がそれぞれ 4 本ずつを担当された。29





































































































ろうと思い直す。院生 O 君に連絡し H 教授にお詫びして、旧国鉄
トレニタリアからローマ・ティブルティーナで地下鉄に乗り換え、
リド・チェントロに３日振りに戻る。某先生の結婚式、クリフォ先
生の葬儀に続いて、お会いするのは三度目と記憶するマウリッリオ
の奥さんが自家用車でお出迎え。合宿のアパートまで送られ、夕食
まで暫く待機。マウリッリオの自宅は車で５分とかからず、娘さん
と４人で学会のこと、日本のこと、娘さんが少し前まで留学してい
たアイスランドのこと、英語のこと、イタリア語のことなど話し、
手料理とフルーツ、エスプレッソに大満足。翌日早朝に空港まで送
って貰う幸運に浴し、事前に購入しておいたバス券は不要になった
ので、院生 O 君に差し上げることに。道中、オスティア・アンティ
ーカ遺跡の脇を通り、考古と法史学との関係・協働を話題にする。
巨人の肩の上、或いは御釈迦様の掌で、我ら不肖の弟子が懸命に模
索する姿を、天上から暖かく見守る師匠の人脈・学界組織化が、こ
うした体験を可能にしたのだと痛感した。 
 
４．クリフォ先生は生前、筆者が大学院時代に初めてローマ入城
を果たした折のことをお伝えした際、世界の首都への敬意を込めて
初日にフォロ・ロマーノを訪れ（その際には、中世ドイツ法史学者、
田口正樹教授と偶然の邂逅に浴した）、聖なる道〔ウィア・サクラ〕
で日本人同士が法史におけるローマの偉大さを語ったのですとの
弁を気に入って下さったようであった。同時に、それは私の教科書
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の表紙だね、と仰った。急ぎ、ローマ大学ラ・サビエンツァの脇に
ある古本屋で購入すると、日光に輝くウィア・サクラが表紙を飾っ
ていた。『ローマ法史』と題された教科書は、イタリアの伝統に従
い公法史を主に扱う。そこで、元老院議場や神殿と演壇〔ロストラ〕
のことなど伺うと、地下鉄でエウル EUR にあるローマ文明博物館
に行くと良い、と忠告された。訪れるや、果せるかな、帝政ローマ
の市街復元模型（縮小版）や円柱浮彫の複製、更には十二表法の掲
示版（想像？）など、物的観点から古代ローマ社会を知る貴重なデ
ータを得た思いがした。ARC でも、碑文や図像を根拠に、或いは写
本読解の問題を画面に投影するなど、発表〔プレゼンテーション〕
の方式・見せ方にも工夫・深化が見られる。とは言え、碑文・パピ
ルスの発掘状況、周囲の遺構や同種並行史料のイタリア半島・帝国
全土における残存状況といった「文脈」への配慮は小さい。まして
や、建物、道路といった構造物と法規の齟齬、ないしは実態（実務）
との相違に触れるには必要な、考古学的知見との対話は滅多に見ら
れない。カンポルンギ教授の代表理事勇退は、ARC にとってクリ
フォ教授逝去に次ぐ画期である。しかし、筆者の碑文研究に関心を
示されたクリフォ教授の遺訓は、南イタリアを中心とする古代史家
との対話だけでなく、遺跡調査などから得られる知見の活用も求め
ていた筈である。翻って考古学分野では、旧来の美術史との協働に
加え、近年では経済史との対話・接合が顕著である。欧州の学会発
表では、口頭報告に加えポスターセッションも多く貼り出され、社
会経済史的データの考古学的検証や、動植物の痕跡に基づく仮説の
経済史的補強が、両形式の発表に見られる。と同時に、法律（規範）
史料に言う禁止や義務が潜脱されたと解される遺構・資料に対し、
ローマ法雑誌創刊号[2020] 
176 
 
説明の困難が指摘されるに留まっており、法史家との協働を考古学
者・古代史家も必要としているように見受けられる。ヴェスヴィオ
火山の噴火に伴い灰燼に帰したエルコラーノ〔ヘルクラネウム〕、
テヴェレ川流路変更と堆積による海岸線移動、更には新港開削で廃
棄されたオスティアといった、元首政期を伝える遺跡に関しては、
相当な研究蓄積があると共に、レーザースキャンなど新技術で知見
が更新されると期待される。加えて、帝政後期についても、スペッ
ロ、スポレート、ペルージャといったウンブリア諸都市では、舗装
街道の発掘も進められつつある。筆者は、ペルージャ・テルニ間の
私鉄利用時に工事のため代替バスでの移動を余儀なくされた際、律
義に鉄道駅に立ち寄る回り道のおかげで、そうした遺構らしき現場
を認める機会を得た。日本でも、エジプトや地中海沿岸の発掘に携
わりつつ、古代史として発信する研究も散見される。他方、法史分
野でも、SIHDA など国際学会では、考古学者とローマ法学者の共
同研究発表が実現している。帝政後期という時代特性がこれを阻害
する要因となり得るところではあるが、近い将来には、イタリア人
のみならず、正に国際的対話に基づくローマ法・考古学の共同学術
報告が ARC でも見られるのではないか、と推測される。類似の研
究計画を有する筆者（佐々木）にこそ、それが求められている、と
の指摘があれば、批判かつ叱咤として素直に受け止め甘受する次第
である。 
